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1．　はじめに
　　“アメニティ”ということばがはやりである。いわゆる高度成長時代か
ら安定成長時代へ入り，人々の価値観ライフ・スタイルが変化し，自己
の生活を第一とする風潮になって来ている事の反映であるという。各種の
．調査でも，「社会のためにつくし，仕事に生き甲斐を豪い出す生き方」へ
の志向が減り，「趣味を生かす，のんびりした生活」への志向が激増して
いる。
　こうした傾向に対し，行政や教育がある種の対応を迫まられているのは
当然である。企業も，こうした傾向が消費者ニーズの変化・多様化をもた
らしたので，マーケティング活動を通じてそれに対応しなけれぽならなく
なって来ている。同じ事が研究者についてもいえる。これまであまりにも
日常的なるが故に顧みられる事の少なかった「生活」それ自体に研究者の
積極的な眼が向けられるようになって来た。生活学，生活論の隆盛がそれ
である。大学において，家政学部を生活科学部や人間科学部に改組しよう
とする動きも多いと聞く。
　何事も生活中心へという傾向が良いのか悪いのか筆者は知らない。しか
し，そういう筆者も研究上「生活」を見ずに通れなくなっている。「生活
文化」なるものの研究プロジェクトへの参加の故である。これは，　（財）
環境文化研究所における自主研究のひとつで，成熟社会という背景の元に
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1消費者（ここでは主婦）の生活文化と購買行動の関係を明らかにし・生活
の質の改善についての指針および消費者への企業のマーケティング的対応
に資することを目的とした研究である〔1〕・〔2〕。
　本稿では，このときの報告書〔1〕および〔2〕の線に沿いつつ生活文
化の概念と構造を明確化し，生活文化について筆者なりに考察し，生活文
化度に対する2，3の議論を試みたい。
2．　生活文化の概念とその構造
　生活文化とは，あまり耳慣れたことばではないが，簡単にいえぽ生活の
ありようあるいは日常生活に即した文化の事である。ここでば，〔2〕に
ならって，「日常的な衣・食・住のわれわれの暮らしにまつわるもろもろ
の事象（生活事象）の中に見られる一定のスタイルなり，一定の方式」Φ
を生活文化と呼ぶ事にする。つまり，我々が日々繰返している「眠る」，
「顔を洗う」，「食事をする」，「犬を飼う」，「散歩をする」，「本を読む」等
のごく日常的な生活事象ないしは生活行動の中に見られる一定のスタイル，
あるいは諸々の生活行動の背後にあって個々の生活行動に一三の方向づけ
を与えている（行動の）方式・様式の事である。
　これは，生活という日常性の中に見い出される文化であるといってもよ
い。そこがいわゆる「文化」との相違点で，別の言い方をすれば「文化」
の日常性による概念的限定が「生活文化」なのである。
　一方，文化と言う以上，我々の考えるべき生活行動はこれからの限定を
受けるはずである。文化を語るとき，英語ではよくway　of　Hfeとか
designs　for　lifeということぽがよく用いられる。これに倣え．ば，生活文化
はway　of　daily－lifeとかdesigns　for　daily－lifeということばで語られよ
う（2）。してみると，生活文化によって方向づけられる日常生活行動はway
ofとかdesigns　forのことばによって限定されたものであるべきだろう。
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即ち，先の「眠る」，「食事をする」等のいわゆる生理的欲求に基く行動や，
「掃除する」等の単純な家事労働ぱ生活文化を考察するとき取り挙げるべ
き生活行動とは言えない。
　要するに我々の議論では，行動の様式である文化は日常性によって限定
され，様式の具現である生活行動は文化性によって限定されているのであ
る。
　生活文化の一般的な意味が以上のようなものであるとすれば，その具体
的な内容はどのようなものであろうか。それは，実際の生活行動を整理す
る事によって理解できるものであろう。生活行動を整理するためには，ま
ず個々具体的な生活行動を列挙し，それを“way　of”および“designs　for”
のふるいにかけて余計なものを落す作業から始めるべきであろう。もっと
も，その作業はこのふるいを使ってもかなり面倒である。〔2〕では，対
象を主婦に限定してこの作業をブレーン・ストーミング式に実行している。
その結果，300近いものがリスト・アップされた。（その作業中，「家事を
する」とか「育児をする」のように一般的な表現による行動リストもふる
い落し，「家計簿をつけたりして家計管理を行う」とか「子供と一緒に絵
画展や美術展に行く」のようなできるだけ具体的な表現によるものをリス
ト・アップしている）
　こうして列挙された生活行動リストは，生活文化を規定はするが，生活
文化の内容そのものではない。これらを整理・分類し，その一つひとつの
グループの性質を，行動の様式として個々具体的生活行動よりも一段高い
抽象のヒエラルキーにおいて見い出せば，それらは生活文化の概念を具体
的な内容として整理したものになる。さらにその事は生活文化の構造を探
り当てた事にもなる。
　〔2〕では，先の300近い生活行動リストを小分類の項目として，これ
を意味の類似性によってK－J法的に整理して約50の中項目を作成し，さ
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らにこの中分類をその背後にある価値意識もしくは生活上の意味からの共
通性によって整理して次の8通りの大分類を発見している。
　1．ゆとり性
　豆．生きがい性
　皿．創造性
　】V．情報性
　V．行動性
　V【．感覚・審美性
　w．献身性
　皿．豊かさ・向上性
　これは，例えば「習慣的に散歩する」，「鉢植え，野菜など園芸裁培をす
る」，「主人の週休2日制を有効に活用する」などの行動項目をまとめ，そ
れを（金銭的意味よりも時間的，精神的意味で）“ゆとり性”と結論した
ものである。
　この8つの大分類は生活文化の構造を規定する柱であるとも言える。あ
るいは，生活文化を性格づけるパターンであると言ってもよい。
　これは，討議を手段として用い，いわば集団的な主観によって得られた
成果であるが，客観的に構造，パターンを敏い出す方法もある。主婦は現
実にこれらの行動項目をいかに行っているかを調査し，そのデータに基づ
いて多変量解析の手法を用いてする方法である。実際，〔2〕では先の中
分類から出発し，これに小分類の中から重要と判断されたものをいくつか
復活させて，さらに「パチンコ，テレビ・ゲームなど遊戯場に行く」，「主
人以外の男性と交際をもつ」，「うさばらしに酒をのむ」，「家庭外でかけマ
ージャンなどをする」等，従来の価値観からすると反文化的行動とでもい
うべぎ項目も加え，87の質問項目を作り，これらについて現在それを積極
的にしているか否か，将来積極的にするつもりがあるか否かのアンケート
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票を作り，調査している。これから得られた生活文化の構造については後
の節で述べる事とし，附表に単純集計結果をまとめておく。
　なお，この調査はこの種の調査としては全く初めての試みで，模索的段
階にある事から，対象地域をある意味で典型的な主婦が住むと思われる東
京郊外に絞り，サンプル数もあまり大きくならぬよう設定している。調査
方法等は次の通りである。
　　・調査方法　調査票留置法（一部面接聞取法を併用）
　　・対象地域　川崎市生田中之台（一般住宅）
　　　　　　　　川崎市百合ケ丘（公団住宅）
　　　　　　　　多摩ニュータウン（賃貸，および分譲団地）
　　・調査時期　昭和54年3月
　　・サンプル数400
　　・回収数　300（内有効数298，回収率74．5％）
　又，このアンケート票には生活行動の項目の他に，
　1）　耐久消費財および日用品の所有・使用状況
　2）外食行動
　3）二百貨店における消費行動
　4）　旅行行動
　5）　年令，学歴（夫婦毎），結婚前居住地域（夫婦別），収入，家族構成，
　　住居形態等いわゆるフェイス・シート
に関する質問が含まれている。
3．生活文化の尺度化とその意義
　文化程度が高いとか低いとかいう言い方があるが，（主婦の）生活文化
の程度あるいは生活文化の高さ一生活文化度と呼ぶ一を測定できるよ
うな尺度を設定する事について考察する。この尺度は，先に述べたアソケ
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一ト結果のデータを使っていわぽ操作的に定義し，いくつかの重要な生活
行動項目をそれぞれ積極的にしているか否かを質問すれぽその回答からそ
の主婦（あるいは主婦集団）の生活文化度を測る事ができるように構成す
るものである。
　それでは，重要な生活行動項目とは一体どのようなものであろうか。そ
れは生活文化の高さ，あるいは生活文化を高める事に役立つような項目で
あり，アンケート・データから統計的に抽出されるはずのものである。
　では，何をもって生活文化は高いと言うべぎだろうか。その判断基準は
何なのか。実は，その絶対的基準は今のところ我々は持ち合わせていない。
ただデータを処理し，データの上で生活文化をよりょく説明できるように
する統計的基準を持っているだけである。
　それでは，そのような基準によって測られた生活文化度は我々の直感と
一致してくれるだろうか。それは，その尺度を使って多くの測定をし，そ
の結果と我々の直感とを比較してみれぽわかるはずである。
　それにしても，そのような基準による尺度で生活文化の高さが測定でぎ
るか否かの疑問はまだ残る。ある生活行動が生活文化を考える上で重要だ
という事が（基準は何であれ）わかったとしても，それらを積極的にして
いるからといってその主婦が文化的であると言い得るのだろうか。単にス
ノッブであるだけなのかも知れない。そもそも文化とは意識の深い所にあ
るのだから。
　又，先のアンケートに即して考えると，87項目中すべての行動にまあま
あ積極的である主婦と，87項目中86項目には全く消極的であるがただひと
つの項目に極めて深い造詣を持ち，従って，それに対しては極めて積極的
（あるいは日々のすべてをそれにのみ沈潜している）主婦とを比べると，
もしかしたら後者の方が文化的なのかも知れない。87項目ではなく，重要
ないくつかの項目にかぎっても同じ事がいえる。ところが，統計的な方法
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ではそのような事を測定できるはずはなく，ただいくつかの行動項目に対
する積極性の総和として測定するだけであるから，その尺度は生活文化度
の尺度ではなく，生活文化的行動の積極度（ないしは活発度）の尺度であ
るにすぎないのかも知れない。それこそスノッブを発見するためのものさ
し以外の何ものでもないのかも知れない。
　それはある程度その通りであろう。しかし我々に観察しうるものは意識
そのものではなく，意識の表明あるいは意識に基く行動でしかないから，「・
それを観察し意識の奥を推定するしかないのである。又，それは統計的に
行なわれるから，ひとりの人をより深く観察する方法ではなく，多くの人
を平均的・総体的に観察する方法であるはずで，従ってごく平均的な意味
での生活文化度しか測定できないはずである。こういつた事は方法論上あ
る程度やむをえないと言わざるをえない。
　いずれにしても，これらの問題を根本的に解決するためには何らかの価
値規準を導入しなけれぽならない。それはより良い生活文化とは何かを判
断する価値規準でもある。しかし筆者はデータに対するそのような外的な
規準の存在には懐疑的である。
　それでは，一体何のために生活文化度なるものを測るのか。たとえぽ，
ある個人と別の個人もしくはある集団と別の集団の生活文化の高低を比較
するために測るとする。そのような比較が意味あるものかどうか筆者は知
らないが，もし意味あるものであるとすれぽ，それはある価値観価値意
識に基いての比較の場合であろう。すると再び操作的に定義された尺度で
ある事の理由により，それはナンセンスである。つまり，生活文化度は価
値判断の規準にはなりえないのである。
　比較のためならば，生活文化によって生み出されたと考えられる何らか
の産物（生活文化財とでも言うべぎか）を何らかの価値規準で選び出し，
それを比較のための尺度構成に利用した方が良いかも知れない。もっとも，
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それとて結局はコレクションの多寡で美術性を比較しようとするようなも
めかも知れない。筆者には・どのような方法であれ，比較のために生活文
化度を測っても，その測定自体意味あるものとは思えない。
　それでは・一体何のために生活文化度を測るのか。この尺度は生活文化
にかかわる一群の生活行動に対する積極性の度合であるから，これをもっ
て別の行動（たとえば，主婦の購買行動，投票行動など）を知るために測
るべきものだろう。つまり，生活文化度の値をある行動の指標として，あ
るいは生活文化度をある一群の行動への積極性の度合というひとつの変数
とみなすならぽ，ある行動の説明変数として，それを測定すべきである。
簡単に言えば，“生活文化の比較”のためではなく，“生活文化で比較”す
るために測るのである。
　たとえぽ主婦の購買行動を考えてみよう。
　ある商品を（消費者たる主婦が）購買するか否かは，可処分所得の大き
さ等経済的要因にも左右されるが，他の（たとえば心理的，社会的）要因
にも影響される。生活文化度はこのような要因のひとつとして購買行動に
影響しているはずである。　（正確には，生活文化度が購買行動の説明変数
になうている事が確認されてからそう言えるのだが）
　そうすると，たとえばある商品は（生活）文化的な物であるか否かの判
定が生活文化度からできるかも知れない。しかしこれは大して意味のある
事とは思えない。
　それよりも，生活文化度によって消費者（主婦）をいくつかのグループ
に分け，そのグループ毎の購買行動の差違を調べる事の方に大きい意味が
あるだろう。
　たとえば，生活文化度の高低によるグループ毎に購買行動が違う事が観
測されたならば，各グループの購買行動に適合させてグループ毎にマーケ
ティング戦略を立案する事が可能である。これはマーケティング理論で言
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う市場細分化を生活文化度によってなそうとする事にほかならない（3’。
　さらに，生活文化度がひとつの指標であるならぽ，ある商品購買にある
集団の生活文化度の高い者は積極的であり，低い者は消極的である事が観
測され，しかもその集団は今後全体として生活文化度が高くなって行くと
予測（もしくは仮定）されるならば，その商品はその集団に今後ひろく受
け入れられて行くと予測（仮定）する事ができる。
　戸ジャーズによれぽ，一般にある商品は最初特定の小数グルーブ（彼は
それを革新者と呼び，全体の約2．5％であるという）が採用し，次いで初
期採用者（約13．5％），追随者，遅滞者へと普及して行くと言う〔3〕。もし，
生活文化度の高い者とこの革新者あるいは初期採用者とが相当程度オーバ
ーラップしているとの確認が得られたならば，その者達の消費行動を観察
する事により将来の商品ニーズの行方を予測する事が可能となるだろう。
ひらたく言えば，生活文化度の高い人々の欲している物を知る事により，
これからはやる商品を予測するのである④。
　そのような確認までは行かず，ある商品に対して一般に生活文化度の高
い者は購買行動が積極的，低い者は消極的であるとのデータが得られたと
しても，その結果はマーケティングの理論にも実践にも大いに有用なもの
であるに違いない。
　以上を要するに，生活文化度の尺度を価値判断の規準としてではなく，
実用的なものさしとして作成する，あるいは実用的なものさしになりうる
ように作成するならば，それは実用性という意味において充分意義あるも
のであろう。又，そうして作成された尺度はそのような目的にのみ使われ
るべきものでもある。
4．　因子分析に基く生活文化の尺度化
生活文化を測る尺度を構成するためには，その具体的な測定項目である
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生活行動項目を測定に十分な数だけ探し出さなければならない。そのため
には，先のアンケート結果を利用して，87項目の具体的な生活行動を現出
させている因子をその様式として探し出し，次にその因子を最もよく反映
している生活行動項目を探し出せばよいだろう。又，その因子は生活文化
を分類・整理し，その構造を規定する柱ないしは軸となりうるものであり，
調査に先立つK－J法的分類と対象をなすものである。
　このような作業をするための方法には，因子分析，数量化理論第1旺類，
クラスター分析等があると思われる。〔2〕では因子分析を用いている。
　因子分析を尺度化に用いるには多くの問題があると思われるが，ここで
はそれに注意しつつ，得られた結果をまとめておく。
　まず，因子分析では対象となる変数（ここでは生活行動項目の事）の値
がすべて実数でなけれぽならないが，我々の調査では「積極的にしてい
る」，「少しはしている」等全く定性的な値でしかない。そこで因子分析が
行なえるよう，
　　　「積蘭にしている＝4
　　　i少しはしている＝3
　　　〕あまりしていない一2
　　　1　　　、全然していない＝1
として，定性的な値を実数の値に置き換える。
　これはかなり乱暴な議論である。そのような置き換えの確固とした理論
的根拠がある訳ではない。定性的な変数ならば，因子分析よりも数量化理
論第皿類の方が適切であるとも思われる。
　もっとも，因子分析は重要な行動項目を探し出す第一歩の手段として使
うと目的を限定するならぽ，上の置き換えもむやみに否定すべきではある
まい。しかし，その場合にもそれから最終結論を安易に出すのではなく，
他の手法による結果と注意深く比較する事が必要であろう。
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　次に，因子分析ではすべての2変数の組合せについての相関係数を算出
しなけれぽならないが，調査結果にはある項目に無回答なもの（欠損値と
言う）が含まれている事が多い。この場合，欠損値をもつ2変数の組合せ
がひとつでも存在する回答票（ケースと言う）はすべて計算から除去する
方法と，2変数の組合ぜに欠損値が現われたケースのみ除去する方法（ペ
ア単位の除去）とが考えられる。前者の場合，使いうるケース数は少くな
る（我々のデータでは177）が，各相関係数がそれぞれ異る母集団から算
出されるという危険はなくなる。後者の場合，計算毎に使いうるケース数
が異り，算出の母集団が違ってしまうという危惧はあるが，一般に欠損値
はそれほど多くない（我々のデータでは，欠損値の最も多い変数は項目Nα
72で28，二番目は15，三番目が14，それ以外は10以下である。附表参照）
であるから，計算に使いうるケース数は前者よりずっと多くなる。〔2〕
では後者を採用している。これは先の因子分析の使い方から考えて妥当で
あろう。もっとも，前者を採用した結果との比較がより有効な結果を生む
かも知れない。
　初期因子の抽出方法，因子の回転方法も種々提案されているが，〔2〕
では前老として共通性の反復推定をする主因子法，後者としてバリマック
ス法を用いている。両方とも最も一般的な方法である。我々の目的からす
れぽ，他の方法による結果の比較はそれほど意味ある事とは思えない。
　さて，実際の因子分析では固有値が1以上となる因子は27抽出された。
これらの因子はそれぞれ何を意味するのかその意味を解釈しなけれぽなら
ない。そのためには各因子中特に因子負荷量の高い変数（生活行動項目）
を拾い出して，それらに共通する性質，意味を読み取る。たとえぽ第1因
子因では，
　　Nd26　絵画，工芸品など美術観賞をする（因子負荷量0．4427）
　　恥40習慣として読書をする（因子負荷量0．60359）
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　　M42　新聞，雑誌を詳しく読む（因子負荷量0．52881）
　　M54　ラジオ，テレビなど文化講座を聞く（因子負荷量0．53650）
　　恥61　テレビ，新聞などと歴史・史跡などを楽しむ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（因子負荷量0．69410）
より，この因子は「品の良い教養」を表わす因子であると解釈できる。以
下同様に第2・第3・……の因子の解釈を進めると，固有値が小さくなる
につれて解釈が困難になり，第24因子までの解釈がでぎた。その結果が表
1である（5）。
　ここまでの手続ぎは極めてオーソドックスなものであるが，以下には少
々問題があると筆者には思われる。
　たとえぽ，第1因子の変数Nα26，54，61の内容と第16因子の変数恥8，
52，65の内容とを比較し，その類以性から第1因子と第16因子とをまとめ
てひとつのグループとみなす事にする。そしてこれを再解釈して，「教養
文化志向型」の因子群と考える。このようにして24の因子をグルーピング
すると11のグループが得られたので，これらが生活文化の構造軸を成すと
考える。即ち，生活文化は11のサブ文化類型によって構成されているとみ
なす。さらに進めると，これら11類型は4つのグループに大分類される。
これをまとめて表2が得られる（6）。
　本来因子分析によって抽出された因子は独立のはずであるから，これを
さらにまとめて中分類として再解釈する事は，あたかもそれを改めて一本
の軸とみなす事のようであり，筆老にはいささか抵抗がある。しかし，そ
れによって生活文化の構造についてひとつの解釈・理解が得られ，又87の
生活行動項目の分類と重要度のランク付けにひとつの見通しが得られた事
も確かである。
　そこで，この結果を利用して生活文化の尺度化を試みる。即ち，表2に
載っている生活行動項目は因子負荷量が大きいものなるが故に重要なもの
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表1 抽出された因子の解釈
高因子
演ﾗ量の
?目番号
因　　子
演ﾗ量
解　　釈
高因子
演ﾗ量の
?目番号
因　　子
演ﾗ量
解　　釈
????
陥42
盾T4
ﾗ61
0．5288
O．5365
O．6941
品の良い教養
????酪21
x626
ﾆ34
ﾆ41
0．7084
O．3572
O3429
O．5951
伝統的けいこ
ｲと????酒a14
na27
na50
ﾗ58
0．5544
O．4038
O．5512
O．7361
快楽主義
Oでの気ばらし
??????
品15
ﾗ43
ﾏ679
0．5975
O．4018
O．3952
ナウに生きる
乱ｫとしての
yしみの追求????
酪12
ﾆ47
na69
0．6167
O．5370
O．4770
女の社会参加
????
照17
n649
0．8275
O．7740女性の自立????
ゐa33
M77
0．2771
O．6944家庭防衛????ハa62
唐≠W0
ﾝa81
ﾝa83
ﾝa85
0．5382
O．5412
O．5552
O．5838
O．6204
家族でのアウ
eイング，レ
Wャー
??????
澱6
ﾆ52
盾U5
0．6265
O．3590
O．4788
音楽による情
藷Iなぐさめ
????茄23
n648
ﾖ73
ﾆ75
0．3739
O．5915
O．6409
O．5704
ホーム・メー
Lング
????済6．4
ﾖ36
ﾖ．64
ﾆ74
0．4267
O．5354
O．3791
O．4226
文化講座的教
{の習得
堅実な家庭管理
????
涛a1
ｷ70
0．4424
O．3100????陥66
n6．51
b60
R．63
0．6789
O．5160
O．3247
O．5121
女1入で自ら
?味集団への
Q加
??????
酒6．7
ﾗ16
盾Q2
0．6869
O．3386
O．5028
伝統芸能への
Q加
????
酪52
ｯa59
0．3127
O．6739
伝統行事への
Q加
??????
酪9
na14
ﾖ．80
0．5837
O．2908
O．2943
うしろめたさを
驍ﾟた気ばらし????茄18
盾Q4
･a30
b46
0．6127
O．3373
O．7132
O．3689
家の中での手
?り的な楽しみ
??????
済a12
ﾆ82
ﾅ684
0．2859
O．5490
O．4021
ささやかな自分
ﾌ世界づくり
?????
みa3
盾R7
ｯa39
0．6142
O．6451
O．3666
マイホームを
?心においた
ﾐ交
????ハ6．2
ﾖ5
凾R1
s6，57
0．3166
O．4780
O．3327
O3728
ファッション的
﨣??動
????漏．4
ﾖ25
盾U2
･6．67
0．3710
O．4740
O．3084
O．4090
新しい流行へ
ﾌ参加
????
蕗57
盾V6
0．4509
O．6637
地域活動への
Q加
????
茄．11
ﾖ28
0．5027
O．6609
合理的，計画
I金使い
??????
涛alO 0．8065自己への沈潜
注）百中の茄は附表の。～aに対応
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表2　　主婦の生活文化類型
生活文化類
^と高因子
演ﾗ量の
?目番号
因子名
因　子
演ﾗ量
生活文化類
^と高因子
演ﾗ量の
?目番号
因子名
因　子
演ﾗ量
1．教養文化 7．マイホー
志向型 III ム社交型
陥　　8 第16因子 0．6265 酪　　3 第9因子 0．6144
照　54 第1因子 0．5365社 ハa　37 第9因子 0．6451
酪　61 第1因子 0．6941 。～a　39 第9因子 0．36661
2．伝統文化
@志向型 交
8．地域社会
@参加型
教 酪　　7 第19因子 0．6869 照　12 第3因子 0．6167
酪　21 第12因子0．7084型 論a　47 第3因子 0．5370
養i 涛6．22 第19因子0．5028 品　76 第23因子 0．6637
涛a　59 第7因子 0．6739 9．ホーム・
型 3．ファッシ@ヨン情報
　、}不一ジ
＜塔g型
志向型 酪　　1 第18因子0．4424
ム6．　2 第22因子0．3166w 。～a　11 第11因子 0．5027
照　　5 第22因子0．4780 涛a　28 第11因子0．6609
酪　57 第22因子0．3728ホ 涛a　48 第5因子 0．5915
4．家庭外容 酪　75 第5因子 0．5704
味志向型
1 照　77 第15因子 0．6944
涛6．32 第6因子 0．4178ム 10．キャリア?
陥　51 第6因子 0．5160 ウーマン
レ
5．家庭内趣
@味志向型
●
型酪　17
第14因子 0．8275
酪　18 第8因子 0．6127べ 照　49 第14因子 0．7440ジ
照　30 第8因子 0．7132 11．ささやか
ヤ 涛6．82 第21因子0．5494
?
アバンチ
????6．ファミリ
@ーレジヤ
@一志向型
@ゐa　85
@照　83
第4因子
謔S因子
0．6204
O．5358
??ユール型潤@　9
潤@14
薰＝@15
｣　58
第20因子
謔Q因子
謔P3因子
謔Q因子
0．5837
O．5544
O．5975
O．7361
照　81 第4因子 0．5552
酪　80 第4因子 0．4412
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と考え，これを尺度構成の基礎にするのである。
　ひとつの考え方は表2のすべての行動項目を使う事であろう。たとえぽ，
これら37項目について，その回答結果の値を各回答者の得点と考え，これ
を合計したものをその回答者の生活文化とする考え方である。すると，こ
れは原点＝0，最：大値＝37x　4＝148の尺度となる。
　これは生活文化の11類型について寄与している変数をかなり多く含み，
生活文化度を測るに際してもれとなるものが出る恐れは少ない。しかし，
この尺度で生活文化度を測る場合，37の質問項目を含んでいるので実用性
の面から疑問である。又，尺度の目が細かすぎる（ものさしが長すぎる）
事は生活文化度を測るにはいささか疑問である。
　そこで，11類型についてその中で最も因子負荷量の大きいものをその類
型を代表する重要な項目と考える。そして，この11項目の回答得点の合計
を生活文化度とすれぽ，原点＝0，最大値＝11×4＝44の尺度が得られる。
　この尺度は，測定は11の質問ですむから実用的であるが，やはり目が細
かすぎる。それで，各項目の値について，
墓繁1∵｝
あまりしていない
全然していない
無回答
＝1
二〇
と再置換し，その値の和を生活文化度とする尺度を構成してみる。
　これら3つの尺度が全く異るものならば，それらのどれを採用するかに
は問題があるだろうが，それぞれの尺度で回答者の生活文化度を測り，そ
の結果の相関を調べた所相当に大きい事がわかった。そこで〔2〕では，
実用性の観点から最後のものを採用している。
　さらに，使用上の簡便さの観点から，この尺度の平均値μ＝3．329，標
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準偏差σ二1・741に注目し，μを中心としておおよそσの間隔でこの尺度
を切り，尺度目盛を4つのグループに分割している。つまり，生活文化度
を四分位で測ろうとする考え方である。かくして得られた尺度による質問
項目および四分位の各得点を表3にまとめておく。
　　　　　　　　　　　表3　　生活文化度調査票
得　点　1 得　点　0
項　　　　　目 積極的に
ｵている
少しは
ｵている
あまり
ｵていない
全　然
ｵていない
??
1．テレビ，新聞などで歴史・史跡などを楽しむ 第1因子
2．友人とビヤホール，バーなど酒場に行く 第2因子
3．夫婦でハイキング，旅行などをする 第4因子
4．1人で旅行会などに参加して旅行する 第6因子
5．人形，造花その他の飾り物を手作りする 第8因子
　近所の人達や友人をよんでホーム・パーティ6．　一を開く
第9因子
7．茶道・華道など趣味的なけいこごとをする 剃2因子
8．家事以外の仕事に生き甲斐を感じて働く 第1山子
9．貯金，投資（株などへ，などして将来に備える 第15因子
10。ファッション・ショーを見に行く 第22因子
　自発的に神山仏閣の境内を掃除したリ身障者への11．　奉仕活動をしすこりしてボランテ4ア活動をする
第23因子
第　一　分　位 イ重弄　　　，べ五　　　4さ」　　言．卜　　　　　　　　0　～　1
第　こ二　分　位 得　・｝ゴ合　計　　　2～3
???
第　二　分　位 そ与　　，点　　イト　　討一　　　　　4～5
第　四　分　位 得　占　合　計　　　6以上
　先に述べたように，このアンケートでは主婦の購買行動等に関するデー
タもとっている。それらとこの尺度とのクロス集計をとってみると，この
尺度と購買行動との聞に驚くほどの相関が観察される。図1と表4にその
一例を示す（7’。図1は生活文化度の各四分位値においてそれぞれの耐久消
費財を何％の主婦が所有しているかをグラフ化したものであるが，一部の
例外を除いて，四分位値が高くなるほど（生活文化度が高くなるほど）耐
久消費財の所有率が高くなっている。表4は生活文化度と家族での外食に
支出した金額（1ヵ月平均）とのクロス表で，これをみると，3千円～5
千円の欄を境にして生活文化度の高い層と低い層とに逆の関係があること
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ていつに化
?
尺の化文活生
子椅藤
?
臓
?
凪山門
一
?
ー
?
風温
潟44
”433
似」3
ンコアエムール
????? 【??? ????? ???? ﹇????????? ??【?????? ﹇??．??．?．「ー?㍗??「． ???????? 【????????????? ??? ．??【??。? ．」
聞9285
????
』31420???320
?凪
?
訟 但3?肌
?
鰍??????? ??
?????????????????????? ???? ? ．????????????? ??????????????? ????
、」?、????
?．．。?
駕
?
π
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」42??
謁58?
甑346??
???
???????????????????????????????
?
肱
??7??
61???
???????????
三
??．
財費
?
久耐の毎分四化
?
活
????
?
ン
??
ー
?
ル
??
ンセ
㏄附口撮
β13
旙卵ね
????（
440 M4B??
80
U0
S0
Q0
っ?????
●
??0
（?
80
U0
S0
Q0
????? ??? ??????????0
??
位
?（?
支
?
食外ので族
?
の
?
力1
?
度化文活生の婦主4表
　　1ヵ月外食費支出
ｶ化度四分位
無回答 ～3千円 3千円～@5千円
5千円～
@1万円1万円～
第一分位 14．6 27」 35．4 16．7 6．3
第二分位 9．7 20．4 30．1 23．9 15．9
第三分位 1．9 7．4 28．7 35．2 26．9
第四分位 3．4 0．0 24．1 41．4 31．0
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が読み取れる。このように，我々の構成した尺度は生活文化度が高くなれ
ば，購買行動も活発になるであろうとの我々の直感とよく合っている。
〔2〕ではこの尺度による文化度と他のいくつかの質問に対する回答を比
較し，この尺度が十分実用的である事を確認している。
5．　生活文化への新尺度の提案
　ここでは，我々の構成した尺度をあえて否定的にとりあげ，論議した上
で，別の尺度を導入，検討してみたい。
　筆者が問題とするのは，先の尺度の実用性ではなく，その構成過程であ
り，主としてそれが表2の生活文化類型に基いて構成された事にある。
　我々の尺度は表2における各生活文化類型の中で最も因子負荷量の大き
い生活行動項目を集めて作られている。
　すると第1の問題は，各類型は異った因子から成る場合があり，その場
合に因子負荷量の大小を比較し，最大の項目をその類型を代表するものと
決めて良いのかという事である。本来各因子は直交しているのだから，異
る因子の負荷量を比較してもしかたのない事にも思える。又，因子毎に寄
与率が違うのだから，この面から考えれば，単純に因子負荷量を比較する
よりも，寄与率の高い因子の項目を代表とすべきかも知れない。
　第2の問題は，表2が必ずしも寄与率の高い因子（表中の因子名におけ
る番号の若いもの）で構成されているとは限らない事である。これは表2
を構成するとき，必ずしも寄与率にはとらわれず，因子の意味の類似性に
着目した事に起因する。
　第1と第2の問題によって，我々の尺度は因子分析に基いているにもか
かわらず，その構成要素は必ずしも寄与率の高い因子から取られていると
は限らないという結果を来たしている。（表3参照。表中の備考欄は，4
位までの因子負荷量で見たとき，その項目はどの因子から取られた変数で
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あると考えられるかを示す）。
　本来，抽出された因子は固有値が大きいものほど（因子番号の若いもの
ほど）寄与率が高く，説明力が強い。従って，解釈もしゃすい。固有値の
小さいものは解釈がし難く，無理に解釈し，その因子に意味付けしても，
大分あやしげな結果になる事が常である。できるだけ固有値の大きい因子
を数少なく選定する事が望ましい。してみると，このような因子こそ重要
視すべきであり，このような因子において高負荷量をもつ変数をこそ“重
要な生活行動項目”とみなすべきではあるまいか。
　さらに，表3の「1人で旅行会などに参加して旅行する（項目恥61）」
は第6因子からの変数であるが，この変数はこの因子の中では2番目に高
い因子負荷量の変数である（表1参照）。実は，これは筆者らの単純な整理
ミス（〔2〕の表38作成中に生じたもの）で，筆老としてはやはりこの際，
表1のみならず，尺度上でも何らかの修正をしておきたい。
　もうひとつの問題は，我々のアンケートでは「将来」についても尋ねて
いるのに，そのデータを全く使っていないという点にある。我々は生活文
化度とは現在の生活文化の状態を現在の意識から測るものであり，将来の
希望で測るのは不適切と考え，このデータは使わなかった。実はこの質問
は，生活文化の現状は将来どのような方向へ動いて行くかを推測する事を
目的に設定したものであった。
　しかし，一応の検討をしておく事は無意味ではあるまい。「将来」につ
いて，　「現在」と同じ方法で因子分析し，第13因子まで解釈した結果を表
5に示す。この表で右端の欄は，高因子負荷量変数の意味の共通性および
因子の意味の類似性から考えたときに対応すると思われる「現在」におけ
る因子名である。これを見ると，互いの因子に対応性が，それも寄与率の
高いものに存在する事がわかる。従って，この13因子の中に僅かの例外を
除いて「現在」における寄与率の高い因子がほとんど入っている。この欄
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表5　　生活行動項目「将来」の因子分析結果
高因子負荷量の
?　目　番号 解　　　　　釈
対応する「現在」の
?q名
第1因子 53542661女性としての教養 第1重手
第2因子 58 144550 うさばら’し，フラストレーション解消 第2旧臣
第3因子 858381 62夫婦単位での生活エンジョイ 第4因子
第4因子 698647 57 地域杜会への参加 第3因f
第5因子 21 6035 34 けいこごと 第12因f
第6因子 72337375子供を介しての家庭管理 第5因壬
第7因子 3739 3 55 スモール・グループでの社交 第9因子
第8因子 30 18 2446 手作り 第8因．jな
第9因子 13 42 18 1 生活の現実重視 特になし
第10因子 7 2253 34伝統的芸能 特になし
第11因子 5 2 19 23 ファッション志向 第22因干
第12因子7775 19 68 家庭防衛 第15因子
第13因子 51 476553集団への参加 第6閃子
因子負荷量
ﾌ　順位
1 2 3 4
を逆に読めば，「現在」の第15因子までを考えれば「将来」の13因子のほと
んどすべてを（第12因子まで考えれば第8因子までのすべてを）考えた事
になる。よって，「現在」でこの程度までの行動項目を考えれば，「将来」
の高寄与率の因子をカヴァーできたと考えても良いだろう。
　以上の考察を踏まえて，ここでは新しい尺度は「現在」におけるおよそ
第10位前後の因子までで構成すればよいと結論する。
　一方，実用性の面から考えると，その尺度で測定に要する行動項目の質
問は10前後の数が適当であろう。
　そうすると，尺度構成上考えるべき因子数と質問数の間に競合が起こる。
即ち，できるだけ多くの因子を生かして，多くの因子が尺度に反映するよ
う尺度を構成する（各因子上の変数をでぎるだけ因子負荷量の大きいもの
に絞る）か，できるだけ各因子が忠実に再現するよう，各因子上で多くの
変数を採用して尺度を構成する（因子の数をできるだけ絞る）かの競合で
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ある。これは尺度を構成するとき，どの因子までおよびどの変数までを採
用するかを考える上でやっかいな問題である。
　ここでは，質問項目数を勘案しつつ，因子の寄与率もしくは固有値に基
準をおいて，次の3つの尺度を設定し，検討する。
　尺度A
　　　寄与率の累積が初めて70パーセントを超える因子（第11因子）まで
　　の最大因子負荷量をもつ変数（11個）の得点合計（8）
　尺度B
　　　固有値が1．5以上である因子（第9因子まで）の最大因子負荷量を
　　もつ変数（9個）の得点合計（9）
　尺度C
　　　寄与率の累計が初めて50パーセントを超える因子（第6因子）まで
　　の第1および第2の大きさの負荷量をもつ変数（12個）の得点合計（10）
　ただし，各変数における得点は前と同様，積極的にしている，少しはし
ている＝1，あまりしていない，全然していない，無回答＝0と置いたも
のである。これらの尺度における生活行動の調査項目，四分位訟訴を表6
　　　　　　　　　　　表6　尺度A，B，　Cの要目
尺度 項　目　番　号 四　　　分　　　位 平均 標準偏差
尺度A
、垢．61，。～a58，。～a12
B～a85，漏．73，。～a66
B～a59，漏．30，漏．37
D～6．25，みa28，
第一・分位
謫?ｪ位
謗O分位
謗l分位
得点合計　0～1
ｾ点合計　2～3
ｾ点合計　4～5
ｾ点合計　6以．L
3，7081，742
尺度B
、～a61，㌦～a58，。～a12
B～δ．85，溺．73，照66
M．59，。～6．30，酪．37
第…分位
謫?ｪ位
謗O分位
謗l高位
得点合計　0～1
ｾ点合計　2～3
ｾ点合計　4～5
ｾ点合計　6以ヒ
3，0811，581
????
。～a61，瀞．40，瀞．58
E～a14，。～a12，隔．86
B～a85，。～a8争，酪73
B～a48，・～a66，茄．51
第一分位
謫?ｪ位
謗O分六
齊l分位
得点合計　0～2
ｾ点合計　3～4
ｾ点合計　5～6
ｾ点合計　7以上
4，1671，759
注）項目番号は附’表1の．～aに対応する
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にまとめておく。
　こうして得られた尺度で主婦の生活文化度を測り，彼女らの購買行動と
それを突き合わせたとぎどうなるかを調べるため，先のアンケート・デ＿
タでクロス分析をしてみた。結果は先の尺度によるものとほとんど同じで
あった。即ち，どの尺度でも，一般に生活文化度が高くなるほど，耐久消
費財の所有率および日用品の使用率が高くなり，消費支出，外食支出，百
貨店での買物金額等が高くなる傾向が見られた。そのおよその傾向はどの
尺度でも変わらない。
　勿論，中には前節で導入した尺度（以後旧尺度と呼ぼう）の方に優れて
いると思われる例もある。即ち，たとえぽ耐久消費財で言うと，旧尺度で
ば文化度が高まると所有率が高まる傾向が見られるのに，その傾向がはっ
きりと見られないというものである。その例を図2に示す。（図1も参照
の事）
　また一方，旧尺度よりも傾向がきれいに出ている例もある。（図3）
　図2，図3からわかるように旧尺度と新尺度の違いは僅かであり，決定
的な優劣の差は見られない。　（これらはむしろ例外的で，他は傾向線の形
に違いはあれ，傾向そのものは全く同じである）
　次に新尺度間の比較をしてみよう。
　　　　　　ルームエアコン　　　　　　　　　　ルームエアコン　　　　　　　　　　家庭用VTR　　　　（％）　　　（尺度B）　　　　　　　　　　　　　（尺度C）　　　　　　　　　　　　　尺度B｝
00
W0
U0
S0
2
43．2
32，6　　33．3　　　　3L6
????? ???????
39．3
34．6
34、0　　　　34．0
6．5　6．5　　　8・4　5．3
語　　　董　至　肇　藷　　　茎　範　奎　語
盆　　往　荏　盆　盆　　往　盆　盆　往
生活文化度と耐久消費財が適合しない例
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第箋第募努雰位　位　位
第第篁婆雰募募雰位位　位，位
第二四一分皇位位
ら　第　第　第第　二F耳四一　分　分　分量　位位位位 家具用ワックス
　〔尺度C）
ピアノ（旧尺度）
37．2
22．9
26．9
　　57．7
／44．0
／35・2
26，0
?????????????﹇????????????????????????????????????? 」
サラダドレッシング
　　眼度C㌔
92．3
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スアレ才
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?）?????
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サラタ．ドレ…シン．グ
　　〔尺度A、
78．7
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60．7
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????????????
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旧尺度と新尺度との比較例図3
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　これらの間にも顕著な差はないが，強いて言えば・尺度Bは傾向線の形
等から他よりやや劣るような印象がある。尺度Aと尺度Bは質問項目数の
多寡だけの違いであるから・これ曝尺度Bの質問数の少なさによるかも知
れない。実際，傾向線の形だけを見ると，質問数の最も多い尺度Cによる
ものが最も直線に近い。
　なお，このデータでの各尺度による生活文化度の分布は，尺度Cによる
ものが正規分布をし，他は尺度A，尺度Bの順でゆがんでいる。（ちなみ
に，尺度Cの歪度は一〇．071，尖度は一〇．028，尺度Bのそれらは0．248と
一〇．416）。無論，だからと言って尺度Cが優れていると言う訳ではない。
　尺度Cの質問項目を表7に示すが，これを見ると，よく似た質問項目が
　　　　　　　　　表7　　尺度Cの生活文化度調査項目
項　　　　　　目 備　　考
1．テレビ，新聞などで歴史・史跡などを楽しむ。
Q．習慣として読書をする。
｝第・因子
3．友人とビヤホール，バーなど酒場に行く。
S．うさばらしに酒をのむ。
｝第・因子
5．P・T・A活動をする。
U．市や区など自治体の文化サークルに参加する．
｝第・因子
7．夫婦でハイキング，旅行などをする。
W．主人の週休2日制を有効に活用する。
｝第・因子
9．子供，主人などの世話を献身的にする。
P0．主人の健康に常に気を配る。
｝第・因子
11．素人芝居，父兄会などで演劇に自ら出演する。
P2．1人目旅行会などに参加して旅行する。
｝第・因子
2つづつ並んでいる事がわかる。もっとも，これは同じ因子から2つづっ
の変数（それも因子負荷量の大きいもの）を取って来たのだからむしろ当
然であるが。それにしても，これらの中には無理なくひとつの質問に合体
させる事も可能なものがあるように思われる。そうすれば，その分だけ各
因子で他の変数を質問項目として生かせるし，回答者にも似たような質問
が続いてつまらないとの印象を抱かせずに済むだろう。しかし，そのよう
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衰8　　尺度Dの生活文化度調査項目
項
?
備　　考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．テレビ，新聞などで歴史・史跡などを楽しむ　　　　！　第1因∫
2．友人とビヤホー．ル，バーなど酒場に行く　　　　　　　第2因f
3．P・T・A活動をする。　　　　　　　　　　　　　　　第3因・f・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
4．夫婦でハイキング，旅行などをする，　　　　　　　　i　第4因子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
5．∫＝供，主人などの世話を献身的にする。　　　　　　　　第5因f
6．素人芝居，父兄会などで演劇に自らlli演ずる，　　　　　第6因チ
7．お祭りに自ら参加したり，見物したりする．　　　　　　第7i娃∫・
8．人形，造花その他の飾り物を．’罫作りする，　　　　　　　第8因子
9．近所の人達や友人をよんでホームバーティーを開く、1　第9因f
10．ママさんバレー，テニスなど定期的にスホーツをする、　1　第10因チ
11．キャ・／シニ・カー．一ドを利用する、　　　　　　　　　　　第11【刈子
12．茶道，華道など趣味的なけいこごとをする，　　　　　　第12因子
???曲一分置
第．一，分1立
石三分位
第　【几1分　f立
?????
????」???
?????
??
一…??合
???
??
???〜〜〜??
尺度の平均　3．950 標準偏差　1．852
衰9　　尺度Dによる主婦の生活文化度と1ヵ月の家蕨での外食費支出　　（単位％）
　　1ヵ月外食費支出
@　　　　　　　．ｶ化度四分位
　　　　1ｳ回答 ～3・：「・円 3千円～@5F円
　　　　｝T下’円～｝
@1万円
　　　　　1・1万Pト
第一分位 11．8 22．1 33．8 17．6 14．7
第二分目 9．4 17．9 28．2 29．1 15．4
第三分位 1．9 7．8 28．2 34．0 28．2
第四分位 0．0 0．0　　　1 40．0 40．0　　　20．0
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図4－1　尺度Dによる生活文化度四分位毎の耐久消費財所有率
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なワーディングをして尺度を作りかえたとき，どうなるかを調べるデータ
は今は無いから，ここでそれを検討する訳には行かない。
　結局，筆者には現在の所，尺度Aが最も良いように思われる。もっとも，
将来その質問項目は再ワーディングし，各因子における他の高因子負荷量
の変数をその中に含ませるようにするという条件をつけてであるが。
　又，できれば質問項目数が多い方が文化度は行動のより良い説明変数に
なるという事が上から明らかになったので，ここでは「将来」の第5因子
における変数も含ませるべく，尺度Aに「現在」の第12因子からNα21の変
数を採り，これを加えて尺度Dとし，尺度Dを現段階では最も望ましい尺
度として提案する。なお，この因子を入れると寄与率の累計は73．5パーセ
ントになる。
　尺度Dで生活文化度を測り，外食支出と比較した場合を表9に，耐久消
費財所有率および日用品使用率と比較した場合を図4，図5にそれぞれま
とめとして示しておく。
6．　おわりに
　生活文化度を中心に述べて来たが，いくつか論じ落した点がある事に今
気がつく。
　たとえぽ，因子分析の結果で生活文化を見る場合，それは必然的に多次
元の直交する因子で構成される空間の点として考えなけれぽならないとい
う事を意味し，そこに1次元の生活文化度なる尺度を持込む事の問題であ
る。これは，その尺度の意義と目的を2．で述べた事のみに限定し，それ
に合致するようにのみ使えば，別にかまわないのではないかと筆者は考え
る。
　又，因子分析をした以上，因子得点を尺度に反映させるべきとの議論が
あるかも知れない。しかし，これは質問結果に計算をほどこしてから文化
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．度の測定値としなければならぬ事を意味し・先の目的に沿う実用性から考
えると，全く無意味であろう。
　4．ではあえて旧尺度を否定的に論じたが，それの依って来たった生活文
化度11類型はそれなりに意味のあるものであり，その尺度も十分実用的で
あると考えられるから，これを無碍に否定する必要はない。むしろ，これ
を生かし，かつ筆者の問題にした寄与率の高い因子も生かす方向で尺度を
再構成する事の方が有意義だろう。これは筆者に残された課題である。
　本稿では少しも触れなかったが，実はどの尺度でも四分位の分割点の決
め方で他とのクロス集計結果（たとえば，耐久消費財との関係における傾
向線の形）が微妙に違う事が確かめられている。分割点を決める場合，傾
向線がうまくいくように他の行動データをにらんで決めるというのはおか
しな話だから，やはり先に述べたように平均値と標準差のごとく，他の行
動データとは独立した基準で決め，しかる上で他の行動データとつき合わ
せる事が必要であろう。
　因子分析は一度の分析で抽出された因子が真の因子であると断定できる
ことはまれである。我々の因子も真の因子とにわかに断定する事はできな
い。分割点決定の問題も含めて，因子の安定性確認の問題に対処するため
には，今後さらに何回かの調査をし，データを蓄積する事が必要である。
その過程でワーディングによる質問項目の洗練という課題を追求して行く
べき事は言うまでもない。
　それより，当面可能な事は，我々のデータにクラスター分析もしくは数
量化理論第H類をほどこし，それを利用しての尺度と因子分析による尺度
との比較を（たとえぽ再現性係数のチェックなどで）し，より良い尺度を
探す事である。これも筆者に残された課題である。
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　注
（1）
（2）
（3）
（4）
〔2〕P．22より引用。
〔2〕研究メソパーの一人，市川考一氏の発案。
〔2〕P．31参照。
日経広告研究所では，このような考え方に基いて，感度軸なる尺度を導入，
　　構成している。〔4〕，〔5〕。
（5）　〔2〕p，105。表1で〔2〕のものと異る数値があるのは，筆者が因子分析
　　結果を再検討して必要な修正をしたため。
（6）〔2〕p．106をもとにし，各類型と因子の関係がはっきりわかるように筆
　　者が作成しなおしたもの。
（7）　〔2〕p．52およびp．62。
（8）　この基準は初期因子解では，偶然ではあるが，固有値が2．0以上という基
　　準になる。
（9）初期因子解では，各因子の寄与率が2パーセントを越えるものという基準
　　に相当。
（10）初期因子解では，寄与率の累計が30パーセントを越える因子までという基
　　準に相当。
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　　　　　　　　附表1－1　生活文化行動のアンケート票および単純集計結果
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附近1－2 生活文化行動のアンケート票および単純集計結果（つづき）
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附表1－3 生活文化行動のアンケート票および単純集計結果（つづき）
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52民謡，歌謡曲など歌を好んで歌う 　25i8．6） 　88i30，1） 　84k28，8） 　95i32．5） 2，147 0，975 292 　38k13．3）
127
k44．4｝
　61
k2L3）
　60
k21．0） 2，500 0，969 286
53 ライフワーク（ある程度長期問にわたり文芸研究，?j研究などに励む）をもつ
・9
i3，1）
　11
i3．8）
　27
i9．4）
240
i83．6） L265 0，679 297 　48ih7．0） 　79k28．0＞ 　57i20．2） 　98i34，8） 2，273 L113 282
54 ラジオ，テレビなどで文化講座を聞く 　25k8．5） 　97i33．1＞ 　64i21．8）
107
i36．5） 2，137 1，D11 293 　83i28．9｝
143
ﾗ9．8）
　35
ｿ22）
　26
iL1｝ 2，986 O，881 287
55 言入と映画，音楽会，オペラ，歌舞伎などに出かける 　24i8．3） 　55i且9．0） 　64i22．D
146
i50．5） 1，851 1，005 289 　96k33．7）
146
k51．2）
　22
i7．7）
　21
i7．4） 3，112 0，836 285
56． お花見，ハイキングなど行楽に行く 　51i173）
172
i58．3）、
　45
i15．3｝
　27
i9．2） 2，837 0，817 295
145
i50．ω
134
k46、2） 　5ﾙ、7｝ 　6i2．1） 3，441 0．638　． 290
57 　1i0、3｝ 　5i2，0） 　19k6．5｝ 267i9L1） 1，116 0，406 293 　5i2．1） 　36i12．6＞
　91．（31．9） 152
i53，3） 1，535 o，783 285
58友人とビヤホール，バーなど酒場に行く 　0i0，0） 　15i5．1） 　21k7．2） 257i87，7） 1，174 0，497 293 　9k3．1） 　52i18．2） 　42i14．7）
183
k64．ω 1，605 0，891 286
59 お祭りに自ら参加したり，見物したりする 　9i3」） 　71k24．2＞ 　95i32．4） 118i40、田 1，901 D，872 293 　17i6．0） 127k44．7＞ 　75k26．4｝ 　65i22．9） 2，338 0，897 284
60未婦でお茶，お華その他のけいこごとをする 　4kL4＞ 　11i3，81 　17i5．9）
254
i88．8｝ 1，178 0，555 2B6 　27i9．6） 　76i27，D 　57k20．4）
120
i42，9） 2，036 LO43 280
6！ テレビ，新聞などで歴史・史跡などを楽しむ 　δ2i20．9｝
120
i40，5）
　62
i20，9）
　52
ｿ7，6） 2，649 1，001 296
103
k35，6）
134
i46．41
　37
k12．8）
　15
i5．2） 3」25 0，824 289
62 1年に一度は主人の1週間以上の休暇を利用して生?をエンジョイする
　46
i165）
　79
k2B．4）
　46
i16．5）
107
i38，5） 2，230 1．B3 278
134
P49．P
．103
k37．7）
　10
i3．7）
　25
i9．5｝ 3，264 0，918 273
63 日舞，杜交ダンスなどの舞踊・ダンスをする 　2i0，7） 　12i4」） 　24k8．2）
255
k87．0） L184 0，524 293 　24i8．4） 　71i24，7） 　45k15．7）
147
k5L2＞ 1，902 LO43 287
64小説，作曲，絵画などの芸術的創作活動をする 　7k2、4） 　8i2．7） 　26i8．9） 250i85，9） 1，217 0，608 291 　25k8，7） 　64i22．4） 　61k2L3） 135k47，6＞ 1，923 1，023 286
65音楽会へ行ったり，あるいは家庭内でレコードなど
ｹ楽をきく
　60
i20，5〕
129
i44．0）
　59
i20．1）
　45
P15，4） 2，696 0，965 293
136
i47．4）
131
i45．6） 　6i2．P 　14i4．9） 3，355 O，752 287
66素人芸居，父兄会などで演劇に自ら出演する 　1io、3｝ 　5iL7） 　20i6．8）
267
i91．1） 1，113 O，394 293 　8i2．8） 　24i＆，4） 　65i23、0） 189i65．9＞ 1，481 0，766 287
注1）　（　）内は％
注2）　平均およ．び標準偏差は，「積極的にしている」＝4等の置き換えをしたときの値
へ「?????????
?? 附表1－4 生活文化行動のアンケート票および単純集計結果（つづき）
67 最近，｝鮒fの漫画本を読む 　8窒Q．71 　26k8．8i 　40ﾙ3．6）
220
P74．81 1，395 0，762 294 　6k2、1｝ 　56i19，6｝ 　76i26．61
148
i5L7） L720 O．849　　　286
68家族が年に一度は健康詮断をうける 　43P14．8）
103
P35，4）
　66
P22．7｝
　79
o27．1） 2，378 L，034 291
202
ﾐ0．6）
　71
i24．8） 　5kL7｝．　8k2．8） 3，633 O．661　　　286
69 自治会．消費者理動などのコミ3ニティー活動をする 　7窒Q．4｝ 　57i19．4｝ 　7ik24．D
159
i54」） 1，701 0，862 294
　重3
k4．6｝
　72
k25．4｝
130
o45．8〕
　69
i24．3） 2，102 0，819 284
70家計簿をつけたりして家計管理を行う 　84P28．9）
109
i37，5）
　48
PL6．5）
　50
k17，2〕 2，780 1，047 291
129
k45．1〕
117
i40．9）
　21
i7．3）
　19
i6．6） 3，245 O．8駈 286
71 家庭でトランプやマーンヤン，花札などをやる 　9k3．D 　93k3L7｝ 　67k22、9）
124
i42，3｝ 1，956 0，93D 293
　21
i7，4｝
143
i50，2）
　57
i20．0｝
　64
i22．5｝ 2，425 o，919 285
72予供の勉強を見てやる 　22i8，1） 　88i32．6〕 　49i18，1）
111
i4U｝ 2，078 LO30 270
　41
i15．2）
146
k54．3｝
　32
k11．9）
　50
i18，6） 2，662 0，951 269
73子供．主人などの世話を献身的にする 　74i25．7）
157
k54．5）
　53
i18．4＞
　‘
k1、4） 3，045 O，704 288
　87
i31．2）
159
i57．0）
　29
i10，4） 　4kL4｝ 3，179 0，665 2四
7‘ 嫌倉彫り，彫金などほりものをする 　5i1．7） 　4k1．4） 　16i5．5） 264i91．3｝ L135 0，499 289 　35i122） 　99i34．5＞ 　44i15．3｝
109
k38．0） 2209 LO83 圏7
75 定例的に整理・整とん・洗た（・掃除などの身の廻閧?ｴ潔にする
16δ
i56，D
108
i36，5）
　20
i6．8＞ 　2ko．7） 3，480 O，653 296
214
i74．3＞
　64
k22，2） 　9i3．1） 　1io．3） 　，．R，705 o，541 288
76 自発的に神社仏閣の境内を掃除したり，身障者へのﾅ仕活動をしたりして，ボランティア活動をする 　5i1．7） 　8i2．8〕 　30i10．3）
247
i85．2） 1，210 0，571 2go 　24i8，5）
146
k51．の
　67
k23．6）
　47
i16，5＞ ．2，518 0，867 284
77 貯金，投資ぐ株などへ｝などして将来に傭える 　64i2L6）
158
i53．4）
　45
i15．2）
　29
i9．8｝ 2，868 o，853 296
158
i54．5）
118
i40．7｝ 　7i2．4） 　7ﾅ2．の 3，472 O，666 290
78定期的に教会に行ったり，神社へお参りなどして宗ｳに親しむ
　17
i5．8＞
　50
k17．21
　57
曹X．6）
167
i57，41 L715 0，949 291 　33k11、6） 　92i32，4） 　66i23．2） 　93i32．7） 2，229 LO33． 284
79 家庭で8ミリ，15ミリなど映写して楽しむ 　9e3．1） 　39ｮ1331　28i9．δ） 217i74．ユ｝ L454 0，837 293 　39k13．7） 136k47レ7） 　27P9．5） 　83i29．1） 2，460 1，053 285
80 月1回以上家族と共に外食を楽しむ 　58i1ρ．8｝
129
i44．ω
　67
k22．9）
　39
k13．3） 2，703 0，935 293
122
k42．5〕
140
k48．8）
　18
i63＞ 　7i2．4） 3，314 0，599 287
81 夫婦で映画，音楽会へ行ったりする 　9i3，1） 　46i16、0） 　71i24．7）
161
i56，1） L662 O，857 287 　89k3L3）
147
k5L8）
　17
i6，0）
　31
i10．9） 3，035 0，901 284
82 犬，猫，小鳥などべ．ノト類を飼う 　32k10，9＞ 　56i19．0） 　17i5．8）
189
i64．3） 1，765 1，104 294 　44ｿ52｝
102
i35．3｝
　61
k21．D
　82
k28．4） 2374 1，053 289
83 主人の週休2日制を有効に活用する 　37i13，6） 　56i20、6〕 　87i32、0） 　92i33．8｝ 2，140 1，036 272 　93k35．1）
118
i44．5）
　14
i5．3｝
　40
i15．P 2，996 LOO6 265
84切手，古銭など，コレクンヨン活動をする 　15i5，！） 　43k14、7） 　42k14．3｝
193
i65．9〕 1，590 0，919 293 　16i5、6｝ 　66k232｝
　7夏
i24．9）
工32
i46．3） 1，881 0，953 285
85 夫婦でハイキングド旅行などをする 　32曹P．2） 　87k30．4｝ 　67k23．4）
100
i35．ω 2，178 1，036 286
142
窒T0．4：1
115
k40．8〕 　7k2、5） 　18k6．4） 3，351 0，814 282
86　　　　　　　　　　　　　　　一一一sや区など自治体の文化サーークルに参加する 　6i2．D 　25i8．6） 　38i13，0｝
223
k76．4〕 1，363 0，726 292
　2δ
k9．2｝
104
i36．6）
　79
i27．8｝
　75
i26．4） 22850，958 284
87 友人や友達に手紙やはがきを書く 　32k10．9〕
！33
k45．2：〕
　94
k32．0〕
　35
k1Lg／ 2，551 0．8唱0 294
10D
k35．2｝
156．（54、9｝ 　17
k6．0）
　11
i3．9） 3，215 0，723 284
注1）　（　）内は％
注2）平均およひ．標準偏差は，π積極的にしている」＝4等の置き換えをしたときの値
、
